
農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

ギャップを埋める作業

組織に求められる役割・使命は時代を経るに従って変わっていく。

そして，求められる役割を果たすために必要な「あるべき姿」（制度・体制・人材・考え

方など）と現状の間には，必ずギャップ（隔たり，すき間）がある。経営者の仕事はこのギ

ャップを埋めていくことにほかならない。

例えば，人材・人的資産について見てみると，業務が高度化・専門化し，新しい業務へ

の取組みも増えてくる一方で，その一時点での人的資産は必ずしも十全に業務をカバーす

るものではない。つまり，あるべき人的資産・人材ポートフォリオとその時点での「現状」

との間にギャップが生じているということだ。人的資産の場合，ギャップを埋めるための

最も重要な手段が能力開発・研修・育成であることは間違いない。また，どうしても間に

合わない場合は必要な知識・スキルを有する人材の補充（採用）が必要になる。

「あるべき姿」との間に，何が足りていて，どこが足りないか，将来的にも安定的に役

割を担っていくために不足はないか・・・という視点で，まずギャップ分析を行い，足りな

い部分を着実に埋めていく。ひとつずつ，辛抱強く，地道に。

もっと大きな範疇には，現行制度そのものが現状あるいは本来担うべき役割を果たすた

めに十分に機能するものであるのかどうか，「あるべき姿，制度」との間にどれだけ隔た

りができているのか，を検証する作業がある。制度改正はこの作業から始まる。

協同組合組織の役割も時代に応じて変化する。そしてその変化に今の制度あるいは法体

系がマッチしているのかどうか，ギャップはないか，の検証がまず必要である。あるいは

それ以前に，組織として協同組合の枠を越えることが求められないか，ほかの組織形態が

より適合的ではないか，という分析が必要になる場合があるかもしれない。

ここで注意すべきは「あるべき姿」をどのような視点で描くかということだ。今の時代

に担う役割を担保できる姿を描くのか，さらに将来的に担うべき役割・機能を先取りした

理想形を描くのかによって，内容は異なる。理想形とのギャップはより大きくなるが，将

来像を織り込んだものでないと，すぐに時代遅れになるだろう。

そして，そのギャップを埋めるにあたって大事なことは，無批判に類似の制度を移植す

るのではなく，自らの頭でとことんよく考えることだ。

今月号のテーマは「協同組合の今日的意義」。何が本当に重要なことなのか，失っては

いけないものは何なのか，十分に議論すべき時期がきている。

（（株）農林中金総合研究所常務取締役　岡山信夫・おかやまのぶお）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2007年11月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・米国2007年農業法とWTO対応

――農産物計画の動向――

・農業収奪から農業支援へと着実に転換しつつある中国

・長いもの産地ブランドづくりと輸出振興

――北海道帯広市――

・ＪＡ東京むさしにおける食農教育の取組み

【協同組合】

・オランダの農業・食品産業とラボバンクの事業展開

・森林組合を巡る近年の政策動向

――「集約化事業」の位置づけと背景――

・農協利用構造の変化と組合員との関係再構築の課題

【組合金融】

・2006年度の農協金融の回顧

【国内経済金融】

・賃貸住宅建設会社の経営戦略と賃貸住宅経営

・高齢者雇用への企業の対応

・動き出した民営郵貯と地域金融サービスへの影響

・人口減少と求められる対策

・高齢化と家計の貯蓄率の動向

【海外経済金融】

・原油市況高騰の背景と今後の動向

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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